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「空・山・川のふれあいのある 美しいふるさと」の実現に向けて 

 
 

本町では、平成１９年３月に「住民活力でつくるまちづくり」をスロー

ガンとして“空・山・川のふれあいのある美しいふるさと”を将来像とし

た第１次紀美野町長期総合計画の基本構想と前期基本計画を策定し、まち

づくり施策を展開してまいりました。計画策定より５年間において、住み

やすいまちづくり事業として「各種道路整備の推進」「地上デジタル放送難

視聴対策」、人口対策事業として「定住支援対策」、福祉対策事業として「中

学生までの医療費の無料化」、教育対策事業として「特色のある学校づくり」、

経済活性化対策事業として「農林商工業者への支援対策」など、計画に基づいた各種事業に取り組み順

調に成果を挙げてまいりました。  

しかし、近年の国と地方のあり方を見直す機運の高まりや、高度情報化の進展、少子高齢化社会の進

行、不透明な財政状況など、本町を取り巻く環境は計画策定当時と様相が大きく変化してきています。 

このため町民アンケートの実施や長期総合計画審議会の開催により、町民の皆様から貴重なご意見を

いただくとともに、前期基本計画の進捗状況の検証を実施し、長期総合計画の基本構想を尊重しつつ、

時代の潮流の変化を捉えたさまざまな課題への対応や、地域の個性と活力を活かした事業を見据えた持

続可能な町政運営と地域協働の活性化を目指した「第１次紀美野町長期総合計画・後期基本計画」を策

定いたしました。  

空・山・川の豊かな自然環境の中で、町内外の多様な人々が出会い、ふれあい、共に支え合い、いき

いきと活力にあふれる「美しいふるさと」を目指すには、行政だけでなく町民・地域が協力して取り組

まなくてはならないと考えています。本町の住民全てがお互いに助け合い、自らが主役となって築いて

いくという姿勢を、後期基本計画の基本理念としました。この後期基本計画をこれからのまちづくりの

指針として、将来像の実現に向けて全力をあげて取り組み、魅力あるまちづくりに努めてまいりますの

で、町民の皆様のより一層のご理解とご協力をお願いいたします。最後に、計画の策定にあたりまして、

ご尽力を賜りました長期総合計画審議会委員の皆様をはじめ、貴重なご意見、ご提言をいただきました

町民の皆様方に厚くお礼申しあげます。 

 
平成２４年３月 

紀美野町長 寺本 光嘉 

 
 


